
評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 青少年育成センターを中心に関係諸機関（学校・行政・地域）との連携を強化する。
さらに、青少年自立支援事業について事業所・ハローワーク等の連携強化を継続して
行っていく。

事 業 概 要 学校・行政・地域・各事業所・ハローワークとの連携強化

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－１　健全育成体制の充実 No. 100

事 業 名 関係機関との連携強化 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 家庭や社会環境に起因する非行や引きこもり等の様々な問題を抱えている青少年
の自立を支援していくため、関係機関との相互連携を進める。

事 業 概 要
家庭や社会環境などに起因する非行等の様々な難題を抱え自立していくことが困難
な青少年を支援

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－１　健全育成体制の充実 No. 101

事 業 名 青少年自立支援事業の充実 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 青少年健全育成市民会議総会の議決事項に基づいて、講演会及び体験事業を実
施した。また、自立の支援を求める青少年に対しては、センターと共に相談に応じる事
業を展開している。

事 業 概 要 警察・青少年育成センター・学校・家庭・地域・行政・各種団体などとの連携強化

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－１　健全育成体制の充実 No. 102

事 業 名 青少年健全育成市民会議の充実 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 青少年健全育成市民会議の充実・活用を図るとともに、青少年育成センターをはじ
めとする関係機関・団体、家庭、学校、地域、行政等が一体となった全市的な健全育
成体制の整備を図っている。

事 業 概 要 子ども会・ＰＴＡ・ボランティア団体との連携強化

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－１　健全育成体制の充実 No. 103

事 業 名 地域団体と連携した健全育成 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　〈環境美化活動〉
　　各学校区で清掃、除草、花づくりなどの活動を行った。

　 各校区での環境美化活動を推進し、美しいまちづくりを通じた青少年の健全育成
を、今後も進めていく。

事 業 概 要 各学校区で清掃、除草、花づくりなどの活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－２　健全な社会環境づくりの推進 No. 104

事 業 名 環境美化活動 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

〈講演会の実施〉
　　情報化社会の中での青少年の健全育成講演会を実施した。

　 課題として、青少年自身を含めた美化活動ボランティアスタッフの育成と、高度情報
化社会に対応する社会環境づくりに向けた取り組みの充実が必要。

事 業 概 要 情報化社会の中での青少年の健全育成

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－２　健全な社会環境づくりの推進 No. 105

事 業 名 講演会の実施 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

充実 充実 充実 充実 充実

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　　「家庭教育」に焦点をあてた講演会の実施はほとんどないが、ＰＴＡの会合等で意
見交換や協力依頼を行った。さらにＰＴＡ行事として、親子ソフトボール大会、餅つき大
会、バルーンメッセージなどを行った。

事 業 概 要 家庭教育のあり方

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 106

事 業 名 講演会の実施 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 親を敬い、ふるさとを大切にする子どもを育てる家庭教育の重要性を、市民全体に
より深く浸透させていくことが教育行政の重要な役割であり、課題である。
 　今後も、情報提供の充実に向け、広報誌やホームページをさらに活用していく。

事 業 概 要 広報紙･ホームページの充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 107

事 業 名 情報提供の充実 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

〈青少年健全育成条例第１１条の５に基づく自動販売機の設置等の届出及び同条例
第１７条に基づく立入調査〉
　　店舗数：１４店　　　　立入件数：１２件

　 子どものことを一番よく知っている保護者自身が、子どもと最も多くの時間を過ごす
家庭のあり方、家庭教育のあり方をしっかりと理解していけるよう、家庭の教育力と地
域の教育力の向上を支援する、より効果的な取り組みが必要となる。

事 業 概 要 青少年育成センターや教育委員会との連携の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 108

事 業 名 相談体制の充実 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

平成２３年度生涯学習講座
生涯学習講演会、生涯学習推進映画会、野の花で生け花講座、ピラティス講座、マ
ジック講座、洋画教室、スリランカイタリアン料理教室、おいしい節約クッキング教室、
吊し飾り講座、ハワイアンダンス教室、中国語講座、ウクレレ講座、親子で天体観望
会、子ども防災教室、親子タッチセラピー、茶道教室、和菓子教室、こども和菓子教室
洋菓子教室、珈琲講座、パソコン講座　　　　合計２１講座（教室）

事 業 概 要 生涯学習講座等の充実

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 109

事 業 名 地域コミュニティづくり 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 生涯にわたって豊かに学び文化に親しむ地域コミュニティづくりと、文化やスポーツ
の拠点づくりによる大人と子どもの絆を強める多世代交流を通じて、地域教育力の向
上を推進していく。

事 業 概 要 文化協会･体育協会･総合型地域スポーツクラブと連携

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 110

事 業 名 文化やスポーツの拠点づくり 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 各学校とも、生活点検表等を利用しながら、家庭との連携を深め推進している。

事 業 概 要 「早寝早起き朝ごはん運動」の推進

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 111

事 業 名 正しい生活リズムの定着 担　当　課 学校教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 これから親になる若い世代を含め、家庭教育に関する様々な学習機会の充実を
図っていく。

事 業 概 要 家族一緒の読書運動、読み聞かせボランティアの確保

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 112

事 業 名 読書活動の推進 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 生涯にわたって豊かに学び文化に親しむ地域コミュニティづくりと、文化やスポーツ
の拠点づくりによる、大人と子どもの絆を強める多世代交流を通じて、地域教育力の
向上を推進していく。

事 業 概 要 家庭教育支援チームの設置・協力

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 113

事 業 名 家庭教育支援チームの設置 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 子どものことを一番よく知っている保護者自身が、子どもと最も多くの時間を過ごす
家庭のあり方、家庭教育の在り方をしっかりと理解していけるよう、家庭の教育力と地
域の教育力の向上を支援する、より効果的なイベント開催が必要。

事 業 概 要 児童生徒の非行防止意見発表、イベント

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－３　家庭の教育機能の向上 No. 114

事 業 名 地域ぐるみの健全育成運動の展開 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 青少年の社会性や郷土愛を育む観点から、地域の方々を様々な体験活動や世代
間交流の指導者として迎え、子ども体験学習活動（工場見学や陶芸体験等）の場の提
供に努めている。さらに、各種団体と連携を図り、指導者を確保していくことが求めら
れる。

事 業 概 要 高齢者や三世代交流のボランティア活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－４　青少年の体験・交流活動の充実 No. 115

事 業 名 地域との交流ボランティア活動 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 青少年の社会性や郷土愛を育む観点から、地域の方々を様々な体験活動や世代
間交流の指導者として迎え、子ども体験学習活動（工場見学や陶芸体験等）の場の提
供に努めている。さらに内容を充実させ、各種団体と連携を図り、指導者を確保してい
くことが重要である。

事 業 概 要 米づくり、芋づくりなどの農業体験学習

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－４　青少年の体験・交流活動の充実 No. 116

事 業 名 屋外での農業体験 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

　 青少年の社会性や郷土愛を育む観点から、地域の方々を様々な体験活動や世代
間交流の指導者として迎え、子ども体験学習活動（工場見学や陶芸体験等）の場の提
供に努めている。公民館や運動施設などの機能を活かし、さらに内容を充実させてい
く。

事 業 概 要 公民館、運動施設などを拠点にした活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－４　青少年の体験・交流活動の充実 No. 117

事 業 名 青少年の居場所づくりの推進 担　当　課 社会教育課



評価シート　平成２３年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ３ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事業の方向性

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

□ できていない

平成２３年度に
おける具体的な
事業実施内容
※取り組み、実
績、成果について、
数値や金額等を用
いて具体的に記入
すること。

内　容：講義・実技
演　題：『少年期のテーピング』
講　師：鴨島病院　理学療法士３名
参加者：阿波市内スポーツ少年団指導者ほか５５名
内　容：少年期に多いスポーツ障害の予防とケガからのスムーズな復帰のために、身
体のメカニズムとテーピング法を講義と実技で講習した。
次年度以降も指導者のニーズに応じて、指導現場で実践できる内容を精選して実施
していく。

事 業 概 要 スポーツ少年団指導者講習会

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

推 進 施 策 ５－５　青少年団体、リーダーの育成 No. 118

事 業 名 指導者養成講座の開催 担　当　課 社会教育課


